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和歌山県白浜町周辺海域は，複雑な地形と

環境，加えて黒潮の分枝流の影響により，外

洋性および内湾性の海洋生物が豊富である。

この海域の無脊椎動物相の解明については，

瀬戸臨海実験所の所員や数多くの研究者によ

り手を染められてきているが，動物群によっ

てはまだ未知のものも多い(時間， 1982)。刺

胞動物門と有櫛動物門をあわせたいわゆる腔

腸動物については，これまでに内田享，内海

富士夫，駒井卓，時岡隆，西村三郎，山路勇，

山田真弓の諸先達に加えて著者による研究が

ある(参考文献参照)。本シリーズでは，この

海域で，これまでに記録された腔腸動物を分

類群ごとにリストアップし，今後の分類・系

統学的研究の基礎的資料とするものである。

学名はこのような研究の進展とともに変更さ

れるので，過去に使用された名称との対応が

つきづらいことが多い。そこで，本リストで

は，邦人がかつて日本の材料で新種あるいは

既知種として記載したものの，その後シノニ

ムとなったものを( )中に並記すると同時

クラゲ

に，和名があればそれを付したもので，今後

はこれらを参考にして頂きたい。

今回のリストでは，ヒドロ虫網に属する花

水母目について，学名のアルフアベット順に

まとめた。花水母目のクラゲは，口柄に生殖

巣を形成する点が一大特徴である。傘の周辺

に平衡器をもつことはないが，種によっては

傘縁癌に眼点を備えたり(例:シュズクラ

ゲ;ヤマトサルシアクラゲ;カミクラゲ)，口

の付近に触手を有する(例:エダクラゲ;:タ

マクラゲ)。本目のすべての種は必ずポリプ

世代をもっ。ポリプは囲皮の発達が悪いのが

特徴で，特にヒドロ花を包むヒドロ爽がなく

無鞘目 Athecataとして取り扱われている。

このようなポリプにはクラゲを出きない種も

多い(例:;カイウミヒドラ;ペニクダウミヒ

ドラ)。しかし，クラゲとポリプが既知であっ

ても，ある海域に両者が同時に生息している

わけでもない。従って，以下のリストでは，

ペントスであるポリプとプランクトンである

クラゲの両方の生活段階にわげて記した。

Amph仇emarugosum (Mayer， 1900) ツリアイクラゲ (Stomotocarugosa Mayer) 

Bougainvillia bitentaculata Uchida， 1925 エダクラゲ

BougainvillaルlvaAgassiz and Mayer， 1899 

Cladonema pacificum N aumov， 1955 エダアシクラゲ (C.uch姐ziHirai， 1958; C. radiatum 

var. mayeri Perkins) 

Cytaeis uchidae Rees， 1962 タマクラゲ〔・C.japonica Uchida， 1927) 
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DipurenaゆhigasterHaeckel， 1879 ジュズクラゲ

Ecゆ leurasaccu助 raKramp， 1957 

Eψhysora b留elowiMaas， 1905 カタアシクラゲ (Eゅhysabigelowi (Maas)) 

・ Gotoea typica Uchida， 1927 

Halitiara formosa Fewk民 1882 コエボシクラゲ

Leuckartiara octona (Fleming， 1823) エポシクラゲ

Nemopsis dofleini Maas， 1909 ドフラインクラゲ (FavoniaゆponicaKishinouye， 1910; 

Favonia sulcata Kishinouye， 1910) 

.Pandeopsおi初rii(Uchida， 1927) (1i必ranaikarii Uchida) 

Podocoryne minima (Trinci， 1903)コップクラゲ (P.simPlex Kramp， 1928) 

Podocoryne sp. 

Rathkea oc，ゆ仰ctata(M. Sars， 1835) シミコクラグ (Lizziashimiko Kishinouye， 1910; 

Rat，励ω blumenbachii(Ra出ke，1835)) 

・Sars勿 n後ponicaUchida， 1927 ヤマトサルシアクラゲ

Spirocodon saltator (Tilesius， 1818) カミクラゲ (S.saltatrix; S. brevi，陶 2tacularisOkada， 

1926) 

TUrritlゆ'SI$nut巾ulaMcCraday， 1856 ぺニクラゲ

Vannucc必forbesii(Mayer， 1894) (均Ibocodonforbesii Mayer) 

Zanc，陶 ρrol:俳raUchida and Sugiura， 1976スズフリクラゲ

・ Zancleゆsisgotoi (Uchida， 1927) フチコプクラゲ (Cnidotiaragotoi Uchida) 

ポリプ

? Eudendrium sp. エダウミヒドラの一種

Halocordyle disticha (Goldfu田， 1820) ハネウミヒドラ (Pennariacavolinii Ehrenberg， 1834) 

均'dractiniaゅic加nchaStechow， 1907 カイウミヒドラ(宿主:シワホラダマシ)

・局Idrichthys抑がαtsMiyashita， 1941 サカナヤドリヒドラ(宿主:ニザダイ)

Hシdrocoηnemiurensis Stechow， 1907 オオタマウミヒドラ

Lωckartiara octona (Fleming， 1823) エボシクラゲ

Sa1古ianipponica Uchida， 1927 ヤマトサルシアクラグ

Solande1お sp. オオギウミヒドラ (Dendrocorynesp.) 

Sphaerocoηne sp. カイメンウミヒドラの一種(宿主:フツウカイメンの一種)

• Stylactis carcinicola， Hiro， 1939 カニウミヒドラ(宿主:タカアシガニ)

• Stylactaria pis，αicola (Komai， 1932) ヒメサカナウミヒドラ (StylactisρiscicolaKomai) (宿

主:ダルマオコゼ)

Tubula1匂 mesembη'anthemumAllman， 1871 ベニクダウミヒドラ

Zanc仰 sp. スズフリクラゲの一種

上記のように，田辺湾周辺海域から花水母 あわせると， 30属 33種が記録されているこ

目のクラゲとして 20属 22種が，またポリプ とになる。このうちで米印をつりた 8属 8種

として 13属 13種が記録されている。両者を は，瀬戸(白浜)付近が模式産地となってい
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る。

以上の田辺湾周辺海域産の花水母目のうち

で，クラゲで原記載がなされた種については，

それらのポリプは世界のどの場所からもまだ

発見されていないものが多い(例:ツリアイ

クラゲ ;Gotoea typica)。また，それらがどの

ような未熟なクラゲとしてポリプから遊離

し，どのように成長していくのかも未知であ

る。ポリプのリストに示したように，ある種

のポリプは共生種で，特定の宿主上にみられ

る。このようなポリプではクラゲからポリプ

を実験室で得るのは困難であり，両者の対応

をつけるのは難しい。一方，サカナヤドリヒ

ドラのように，たった 1群体のポリプが世界

で唯一の記録で(Miyashita，1941)，クラゲ世

代がまったく解明されていない種もある。今

後，多角的な研究を行なって生活史を解明す

る研究が必要である。
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